
変わる街並み

昭和の交差点

昭和40年代

本町地区

　ところで、この写真の中央手前に石積み風の
門柱が並んでいるのにお気づきだろうか。裏側
からの撮影になっているためわかりにくいが、
これは七飯中学校の門柱である。現在の七飯中
学校は、昭和52年に新校舎が建てられ移転し
たが、それまでは、この国道より山側（手前
側）に校舎があった。グラウンドは現在「本町
他目的グラウンド」と名前を変えて残され、活
用されている。当時通学路だった門柱から校舎
までの道は拡幅され、多くの車が往来するよう
になった。
　また、交差点左側奥には商店が立ち並んでい
る様子がみえる。同じ場所には、今も美容室や
クリーニング屋などが軒を連ねているのだが、
写真のような大きなコカ・コーラやロバパンと
いった看板ではなく、店名をお洒落なフォント
で記すものへと変わった。日よけも兼ねたビ
ニール製のテント看板やカラフルなオーニング
を構えた個人商店が姿をけす一方で、機械的な
光で強調したチェーン店の看板が増えてきた。
　おそらく、街並みはこれから先も大きく変
わっていくのだろう。フィルムカメラで撮影さ
れた同じ場所に、デジタルカメラを構えなが
ら、そう感じた。

　この写真は、昭和40年代に本町地区の交差
点を撮影したと思われるもので、国道５号と七
飯駅前通りが交差する箇所になる。今ではセブ
ン・イレブン本町店が建つなどして、街並みが
変わってしまった。ほんの数十年前に当たり前
だった景色が、平成の時代になり大きく変貌し
た。
　そんな感想をもつのは、4月19日から当館
開催している「昭和と平成」展で、街がどのよ
うに変化したのか紹介するため、ややしばらく
町内の現在（平成）と、現在も残る「昭和」を
探しまわったからである。
　この写真を見ただけでも、昭和と平成の違い
はいくつも挙げられる。例えば、横断歩道の
線。昭和は縦線と横線を組み合わせ、はしごを
描いていたものが、現在の同じ場所では、横線
のみの縞で描かれている。また、信号機も昭和
のものは、今でも町内各所でみることができる
のだが、ここはすでにLEDの信号へと変わっ
た。街灯もしかりである。右手前に並立してい
る２本の電柱も、右側が木製である。町内の国
道沿いの電柱は、木製のものがすでに失われて
いることを考えると、昭和から平成にかけて、
七飯町のみならず全国的に変化したと言える。
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※５月の休館日はありません。
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 5月の予定
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              　夜の博物館最終夜は「調査する
こと～日本滞在記をよみとく」と題し、
Ｒ・ガルトネルの「蝦夷地探索日記」と
「七重村開墾中日記」から、開墾地選定の
ための道南・道央部の視察から見えるガル
トネルの人物像に迫りました。歴史に翻弄
され、幾度も変わった交渉相手、後に「ガ
ルトネル事件」と言われる顛末までを人物
相関図や受講者の皆さんからの質問を交え
ながら、お話をしました。重要な意味をも
つ日誌や紀行文は、裏付けをとり、精査す
ることで、より厚みを増し、皆さんにこう
して紹介することが出来るのです。
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　　　　　冬の探鳥会を大沼地区で行いま
した。大沼森林公園からスタートし、バス
で移動をしながらの観察を行いました。春
はまだ遠い空に姿を見せる鳥たちの姿と、
大沼の豊かな自然の風景を楽しみながら、
およそ２０種の鳥を見つけることができま
した。講師の田中氏の鳥を深く知るための
解説が、より理解を助け、初めて参加され
たお客さまから「また、是非参加したい」
という嬉しいお声も頂きました。
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　来月から「令和」という新たな元号が施行される
ので、今号が平成最後のピチャリになる。月刊とは
いえ、よく136号まで続けたものだ。「継続は力
なり」とよく言われるが、どんな力が備わったのか
わからない。改元されるからといって、紙面を刷新
するわけでもなく、思いつくまま淡々と書き綴るの
だろう。気づくと館のまわりでは、桜の花芽が膨ら
んでいた。時代の変化よりも日々の移ろいの方が気
になって仕方ない　。　（やまだひさし）

　編 集 後 記 　～tawagoto～
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　　　　　ジュニア探検クラブは文集作り
と閉講式を行いました。一年間の活動をま
とめた文集を例年子どもたち、ひとりひと
りが製本して本にします。慣れない道具を
使い、班のみんなと協力して作業します
が、遅々として進まず、苦戦する子どもた
ち。やっと製本が終わり、友達と様々な表
情で見ている姿が印象的でした。閉講式
は、修了証をもらい、一年の活動の感想を
発表してもらいました。この一年の経験か
ら学ぶことはきっと未来にあると信じてい
ます。
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元号に関する本

＜２０１９.３＞

新たな元号が始
まります。２４
７ある元号を詳
しく知りたい方
は、学習室にあ
ります。


